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はい、文化財係です㉗ 茂出木家と煉瓦 …

を
編
纂
し
ま
す
。
花
又
村
（
現
花
畑
）
の

大
鷲
神
社
を
訪
れ
た
時
、
内
匠
橋
あ
た
り

で
綾
瀬
川
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

　

五
月
中
旬
、
綾
瀬
川
の
ほ
と
り
に
至
る
。
こ

　

の
川
や
さ
し
き
名
な
れ
ば
、
古
哥
な
ど
も

　

有
る
べ
し
と
里
人
に
尋
し
に
知
ら
ず
、

古
松
軒
は
「
綾
瀬
川
」
の
優
雅
な
名
前
に

注
目
し
、
古
歌
の
有
無
、
つ
ま
り
古
い
和

歌
の
題
材―

歌
枕―

に
な
っ
て
い
る
か
を

地
元
の
人
に
聞
い
た
が
分
か
ら
な
か
っ
た

と
記
し
て
い
ま
す
（
後
述
）
。

　

※

「
四
神
地
名
録
」（
国
会
図
書
館
所
蔵
）

■
綾
瀬
と
い
う
名
前
は
「
水
と
ふ
ち
」　

古
松
軒
が
思
っ
た
「
あ
や
せ
」
と
い
う
風

雅
な
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代

の
地
誌
「
類
聚
武
蔵
考
」
に
記
述
が
あ
り

ま
す
。　

あだち民具図典⑤ 天秤棒１ … P3

P4

綾瀬川合歓木花

上部に加藤千蔭による

和歌が添えられている。

「江戸名所花暦」（当館蔵）

「
綾
瀬
川
」
（
絵
本
江
戸
土
産
）

「
こ
の
風
景
よ
く
人
の
知
る
所
な
り
」
と
あ
る
。

　

江
戸
内
外
に
知
ら
れ
た
の
が
綾
瀬
川
で

し
た
。
身
分
を
問
わ
ず
人
々
を
誘
っ
た
名

所
と
し
て
の
綾
瀬
川
の
歴
史
と
由
来
に
い

つ
い
て
、
資
料
紹
介
を
交
え
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

１
「
幽
邃
」
「
勝
地
」

　

江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
、
寺
門
静
軒

（
て
ら
か
ど
・
せ
い
け
ん
。
一
七
九
六
〜

一
八
六
四
）
は
綾
瀬
川
の
景
色
を
絶
賛
し

ま
し
た
。
「
幽
邃
」
（
ゆ
う
す
い
。
奥
深
い

静
け
さ
）
と
し
、
「
江
都
第
一
勝
地
」
（
江

戸
で
一
番
の
名
所
）
と
も
記
し
ま
し
た
。

　

綾
瀬
幽
邃
に
し
て
、
虫
を
聴
く
に
宜
し
き

　

の
名
有
り
。
こ
れ
江
都
第
一
の
勝
地
に
し

　

て
、
四
季
景
を
異
に
し
早
晩
観
を
改
む
。

　

雨
の
淡
粧
、
晴
の
濃
抹
、
そ
の
奇
、
そ
の
妙
、

　

吾
が
拙
筆
墨
の
得
て
状
す
べ
き
に
非
ざ

　

る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
文
は
漢
文
）

文
の
後
半
に
は
「
四
季
の
移
ろ
い
に
と
も

な
う
雨
で
も
晴
で
も
め
ず
ら
し
く
、
こ
の
、

す
ば
ら
し
い
景
色
は
文
章
で
表
現
で
き
る

も
の
で
は
な
い
」
と
感
嘆
し
て
い
ま
す
。

　
※

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
、
克
己
塾

　
　

版
「
江
戸
繁
盛
記
」
二
編
（
早
稲
田

　
　

大
学
総
合
図
書
館
）
に
よ
る
。

２　

や
さ
し
き
名
の
川

■
「
や
さ
し
き
名
」　

江
戸
の
地
理
学
者
、

古
川
古
松
軒
（
ふ
る
か
わ
・
こ
し
ょ
う
け
ん
。

一
七
二
六
〜
一
八
〇
七
）
は
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
幕
府
の
命
で
江
戸
近
郊
の
地
誌
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足 立 史 談

　

水
と
ふ
ち
に
て
綾
瀬
川
と
唱
へ

…

（
略
）

こ
の
史
料
で
は
由
来
は
「
水
」
と
「
ふ
ち
」

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
「
水
」
で
す
が
「
あ
や
」
と
い
う

音
は
「
零
（
あ
や
）
す
」
の
こ
と
で
（
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
ほ
か
）
水
流
や

水
滴
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ぎ
の
「
ふ
ち
」

（
渕
）
は
そ
の
ま
ま
瀬
（
「
川
岸
」
）
の
こ

と
で
す
。
し
た
が
っ
て
「
綾
瀬
」
と
は
流

れ
る
水
の
渕
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
音
に

「
綾
」
と
「
瀬
」
の
字
を
用
い
た
の
は
、

優
美
さ
で
し
ょ
う
か
ら
、
綾
瀬
川
の
名
前

の
由
来
は
「
流
れ
る
水
の
渕
を
意
味
す
る

雅
語
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
す
。

　

※

「
類
聚
武
蔵
考
」
＝
筆
者
未
詳
。
東
京

　
　

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵

　

第 639 号（2）令和 3年 5月

場
所
）
と
し
ま
し
た
。
こ
の
将
軍
家
の
利

用
は
、
吉
宗
の
子
、
家
重
の
と
き
も
盛
ん

で
元
文
年
間
（
一
七
三
〇
〜
四
〇
年
代
）

に
は
三
度
以
上
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

※

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
「
御

　
　

場
御
用
一
件
」、『
徳
川
実
紀
』
ほ
か
）

４　

人
の
手
に
よ
る
水
路

　

古
川
古
松
軒
は
歌
枕
を
た
ず
ね
た
が
不

明
だ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
古
松
軒
が
訪
ね
た
ル
ー
ト
に

含
ま
れ
る
現
在
の
伊
藤
谷
橋
か
ら
内
匠
橋

に
い
た
る
綾
瀬
川
は
寛
永
年
間
（
一
六
二

四
〜
四
四
年
）
に
建
設
さ
れ
た
人
工
の
流

路
で
す
（
西
方
村
旧
記
）。
一
茶
や
将
軍
た

ち
が
舟
を
す
す
め
た
、こ
の
流
路
は
古
歌（
平

安
時
代
の
和
歌
）
の
時
代
に
は
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
後
半
に

は
多
く
の
人
が
綾
瀬
川
を
歌
に
詠
み
ま
す
。

有
名
な
の
が
書
家
で
歌
人
だ
っ
た
加
藤
千

蔭
（
一
七
三
五
〜
一
八
〇
八
）
の
作
で
す
。

　

ほ
の
み
え
て　

う
す
く
れ
な
い
の

　
　

ひ
と
む
ら
は　

綾
瀬
の
き
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
歓
の
花
か
も

こ
の
和
歌
は
前
頁
に
掲
げ
た
「
江
戸
名
所
花

暦
」
の
ほ
か
多
く
の
書
に
、
綾
瀬
川
を
伝
え

る
名
歌
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
綾
瀬
川
は
人
々
に
愛
さ
れ
、
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）
に
現
町
名
に
つ
な
が
る
「
南

足
立
郡
綾
瀬
村
」
が
成
立
し
ま
す
。
綾
瀬
の

地
名
に
は
こ
う
し
た
優
雅
さ
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

　
　３　

俳
人
と
将
軍
の
遊
興

　

学
者
ば
か
り
で
な
く
、
文
人
墨
客
か
ら

徳
川
将
軍
家
も
綾
瀬
川
に
遊
び
ま
し
た
。

■
小
林
一
茶
の
俳
句　

文
化
七
（
一
八
一

〇
）
年
、
俳
人
小
林
一
茶
は
江
戸
住
吉
の

居
所
か
ら
桜
井
蕉
雨
を
伴
い
二
郷
半
領

（
三
郷
市
）
の
文
人
、
加
藤
定
雅
を
訪
ね

ま
し
た
。
二
人
は
朝
、
吉
原
近
く
の
隅
田

川
か
ら
舟
に
乗
り
綾
瀬
川
を
訪
れ
ま
す
。

と
き
は
六
月
十
三
日
（
い
ま
の
暦
で
七
月

十
四
日
）
で
し
た
。
こ
こ
で
蕉
雨
と
も
ど

も
十
以
上
の
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
合
歓
の
花
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
綾
瀬
川
に
つ
い
て
、

　

古
舟
も

 

そ
よ
そ
よ
合
歓
の

 

も
や
う
哉

さ
ら
に
江
戸
に
出
荷
さ
れ
る
野
菜
や
夏
菊

を
見
な
が
ら

　

　

朝
涼
に

 

菊
も
一
艘

 

通
り
け
り

な
ど
が
詠
ま
れ
ま
し
た
。
一
茶
は
榎
戸
（
内

匠
橋
北
西
の
地
域
）
で
昼
食
を
と
り
今
の

神
明
や
六
木
の
旧
道
（
流
山
道
）
を
二
郷

半
領
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

※

小
林
一
茶
『
七
番
日
記
』（
岩
波
文
庫
）

■
将
軍
家
の
御
成　

ま
た
徳
川
将
軍
家
も

し
ば
し
ば
綾
瀬
川
を
訪
れ
ま
す
。
八
代
将

軍
吉
宗
は
将
軍
就
任
の
翌
年
（
享
保
二
・

一
七
一
七
年
）
、
綾
瀬
川
の
水
戸
橋
に
御

上
り
場
（
船
着
き
場
）
を
設
置
、
さ
ら
に

弥
五
郎
新
田
（
現
足
立
周
辺
）
に
鴨
寄
場

と
い
う
水
鳥
保
護
区
を
設
営
（
伊
藤
谷
村
・

現
綾
瀬
周
辺
な
ど
に
も
拡
大
）
し
ま
す
。

の
ち
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
花
又

村
（
現
花
畑
・
南
花
畑
周
辺
）
で
白
鳥
狩

を
楽
し
み
、
内
匠
新
田
（
現
南
花
畑
ほ
か
）

名
主
の
五
郎
右
衛
門
方
を
御
膳
所
（
休
憩

　

江戸時代中頃の綾瀬川　「千住花又瀬崎辺之図」

（部分）当館蔵　地名等は筆者が加筆。
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■
も
の
を
運
ぶ　

天
秤
棒
は
、
両
側
に
荷

物
を
掛
け
て
、
人
が
肩
で
担
い
で
運
ぶ
た

め
の
道
具
で
す
。
現
在
の
私
た
ち
の
生
活

で
は
、
す
っ
か
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
道
具
で
し
ょ
う
。

　

天
秤
棒
の
優
れ
た
点
は
、
一
人
で
物
を

運
ぶ
際
に
、
肩
（
背
中
）
で
受
け
る
こ
と

で
重
い
も
の
、
あ
る
い
は
、
か
さ
ば
る
も

　

天秤棒で荷物を担ぐ人々

　タライ、網につるした魚などさまざまなものを

運んでいる。（新撰江戸名所　日本橋雪晴ノ図）

十
六
リ
ッ
ト
ル
入
り
ま
す
。
内
容
物
の
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
荷
で
六
〇
キ
ロ

〜
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
に
も
な
り
、
一

人
で
運
ぶ
の
は
相
当
な
労
力
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
天
秤
棒
で
す
。

　

天
秤
棒
の
担
ぎ
方
に
は
（
１
）
両
肩
に

棒
を
乗
せ
進
行
方
向
と
棒
が
直
角
に
な
る

よ
う
に
担
ぐ
方
法
（
２
）
片
側
の
肩
に
棒

を
乗
せ
、
進
行
方
向
と
平
行
に
担
ぐ
方
法

と
、
大
き
く
二
種
類
あ
り
ま
す
が
、
足
立

区
周
辺
で
は
、
日
本
で
ご
く
一
般
的
な

（
２
）
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
肥

桶
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
紐
を
左
右
の
手
で

持
っ
て
押
さ
え
、
バ
ラ
ン
ス
と
調
子
を

取
っ
て
担
ぎ
ま
す
。
（
写
真
参
照
）

■
天
秤
棒
を
使
い
こ
な
す
技
術　

天
秤
棒

を
円
滑
に
扱
う
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
す
。

　

「
右
が
得
て
な
ら
右
肩
で
棒
を
担
ぎ
、
右

　

肩
と
い
っ
し
ょ
に
右
足
を
前
に
出
す
。
半

身
に
構
え
、
右
の
腰
を
基
軸
に
右
肩
と
右

足
を
同
時
に
主
導
さ
せ
右
、
左
、
右
、
左

と
歩
く
と
、
棒
の
バ
ネ
と
腰
の
バ
ネ
が
初

め
て
一
致
し
、
重
心
が
安
定
す
る
」
（
『
日

本
的
思
考
の
原
型

―

民
俗
学
の
視
覚

―

』

高
取
正
男　

一
九
七
五
）
と
説
明
に
あ
る

よ
う
に
、
重
い
も
の
を
、
安
定
さ
せ
て
調

子
よ
く
進
む
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
に
習

熟
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

担
い
だ
こ
と
の
な
い
人
は
苦
労
し
た
と
い

う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
埼
玉
県
三
郷
市
早
稲
田
か
ら
葛

飾
区
の
下
千
葉
（
東
堀
切
付
近
）
の
農
家
に
、

戦
前
に
嫁
入
り
し
た
杉
浦
も
よ
さ
ん
（
大

正
九
年
生
）
は
、
稲
作
地
帯
で
女
性
が
田

仕
事
を
し
な
か
っ
た
早
稲
田
に
比
べ
、
下

千
葉
は
前
栽
場
（
せ
ん
ざ
い
ば
。
野
菜
産

地
の
こ
と
）
で
、
肥
や
し
担
ぎ
を
さ
せ
ら

れ
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
家
で
練

習
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
嫁
入
り
後
は
、

朝
か
ら
晩
ま
で
肥
し
担
ぎ
で
、
最
初
は
持

ち
上
が
ら
な
く
腰
を
痛
く
し
て
ひ
ど
い
目

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
（
『
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
で
綴
る
都
市
近
郊
の
民
俗
と

近
代
史　

３
』
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博

物
館　

二
〇
一
二
）

　

足
立
区
の
農
家
の
人
た
ち
は
、
日
常
生

活
の
必
要
性
の
な
か
で
、
成
長
と
と
も
に

こ
の
技
術
を
習
得
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

　
　
郷
土
博
物
館
学
芸
員
　
荻
原
ち
と
せ

　

　

下
肥
の
運
搬
に
は
、
肥
桶
（
こ
え

た
ん
ご
）
を
使
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

二
つ
で
一
荷
（
い
っ
か
）
と
数
え
ま
す
。

肥
桶
は
、
直
径
三
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
そ
れ

な
り
に
大
型
の
桶
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三

　
の
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
棒
一
本
な
の
で
、
持
ち
運
び

も
容
易
で
、
費
用
も
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な

い
こ
と
で
す
。
雑
踏
の
な
か
で
も
用
い
る

こ
と
が
で
き
、
荷
物
の
運
搬
や
、
と
く
に
、

魚
、
野
菜
、
花
、
金
魚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

行
商
人
が
天
秤
棒
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

■
肥
桶
を
担
ぐ　

足
立
区
内
で
は
、
昭
和

二
十
年
代
く
ら
い
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
下
肥
を
使
っ
た
農
業
が

盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
運
搬
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
具
で
し
た
。

肥桶の担き方

大熊久三郎氏による実演（足立区舎人）

博物館の常設展示制作にご協力いただきました。

あ
だ
ち
民
具
図
典
⑤

　
　
天
秤
棒
（
一
）
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足
立
区
に
と
っ
て
煉
瓦
は
重
要
な
近
代

産
業
で
す
。
新
田
一
丁
目
の
茂
出
木
家
に

は
、
煉
瓦
造
の
蔵
と
防
空
壕
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
当
主
の
庄
一
氏
は
、
近
隣
の
住
民

や
小
学
生
た
ち
に
、
戦
争
や
空
襲
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
防
空
壕
を
公
開

し
て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
蔵
と
防
空
壕
は
三
月
下
旬
か
ら

四
月
初
旬
に
か
け
て
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
文
化
財
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
足
立
区
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
産
業

遺
産
・
戦
争
遺
産
で
あ
り
、
解
体
さ
れ
る

直
前
に
文
化
財
係
が
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
に
は
、
本
誌
六
一
八
号
「
出
土

し
た
煉
瓦
」
で
ご
紹
介
し
た
煉
瓦
研
究
ネ

　

■
刻
印　

防
空
壕
の
煉
瓦
に
は
「
Ｓ
Ｒ
」

と
い
う
刻
印
や
梅
型
の
刻
印
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
渋
沢
栄
一
等
が

設
立
し
た
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
（
深

谷
市
）
の
刻
印
も
あ
り
、
防
空
壕
の
煉

瓦
が
足
立
区
産
だ
け
で
は
な
い
こ
と
も

判
明
し
ま
し
た
。
一
方
、
蔵
か
ら
は
眼

鏡
の
よ
う
な
形
を
し
た
刻
印
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
東
京
煉
瓦
株
式
会
社　

明
治
三
十
年
に

鹿
浜
に
東
京
煉
瓦
株
式
会
社
（
以
下
、
東

京
煉
瓦
）
の
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
煉
瓦
の
社
長
だ
っ
た
鳥
井
庄
右
衛
門

氏
の
御
子
孫
が
所
蔵
し
て
い
た
古
文
書
が

令
和
元
年
に
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
古
文
書
等
を
分
析
す
る
と
、
庄
一
氏

の
曾
祖
父
に
あ
た
る
亀
五
郎
氏
が
東
京
煉

瓦
に
土
地
を
貸
し
て
い
た
こ
と
、
煉
瓦
の

材
料
と
な
る
土
を
売
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
亀
五
郎
氏
が
頻
繁
に
東
京
煉
瓦
を
訪

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
、
茂
出
木

家
と
東
京
煉
瓦
の
強
い
つ
な
が
り
が
判
明

し
ま
す
。

　

蔵
と
防
空
壕
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
長
年
大
切
に
さ
れ
、

歴
史
を
語
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
庄
一
氏
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

文
化
財
係
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を

今
後
分
析
し
、
足
立
区
の
煉
瓦
産
業
に
つ

い
て
さ
ら
に
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　 
■
蔵　

蔵
は
明
治
頃
に
建
て
ら
れ
た
も
の

と
い
い
、
と
て
も
し
っ
か
り
し
た
つ
く
り

で
、
郷
土
博
物
館
が
平
成
四
年
に
開
催
し

た
企
画
展
の
図
録
『
炎
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
た
近
代

―

文
明
開
化
と
あ
だ
ち
の
煉
瓦

―

』
の
一
頁
目
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

職
人
の
こ
だ
わ
り
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
番
人

目
に
つ
く
入
口
の
部
分
に
は
特
に
良
質
の

煉
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
湿
気
の

た
ま
り
や
す
い
部
分
に
は
湿
気
に
強
い
煉

瓦
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
黒
煉
瓦
と

赤
煉
瓦
が
交
互
に
積
ん
で
あ
り
、
見
た
目

を
意
識
し
た
職
人
の
美
意
識
を
う
か
が
え

る
こ
と
な
ど
で
す
。

■
防
空
壕　

防
空
壕
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
煉
瓦
産

業
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り

衰
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら

く
防
空
壕
は
、
新
田
に
豊
富
に
存
在
し
て

い
た
煉
瓦
を
廃
材
利
用
し
た
の
で
し
ょ
う
。

煉
瓦
造
の
防
空
壕
と
い
う
の
は
大
変
珍
し

い
も
の
で
、
煉
瓦
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
足

立
区
の
特
性
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

防
空
壕
は
土
盛
り
し
た
部
分
を
掘
っ
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
内
部
の
高
さ
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
程
で
、
大
人
五
・
六
人

が
入
れ
る
程
度
の
広
さ
で
、
煉
瓦
だ
け
で

な
く
モ
ル
タ
ル
で
し
っ
か
り
と
補
強
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

村
関
係
の

古
文
書
も

残
さ
れ
て

お
り
、
こ

の
度
、
博

物
館
に
寄

贈
さ
れ
ま

し
た
。
中

に
は
煉
瓦

に
関
す
る

も
の
も
残

さ
れ
て
い

ま
す
。　

ッ
ト
ワ
ー
ク
関
東
（
令
和
元
年
十
一
月
改

称
）
の
代
表
斉
藤
進
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、

二
日
間
で
の
べ
十
一
名
の
専
門
家
が
集
ま

り
、
遠
く
は
煉
瓦
の
本
場
埼
玉
県
深
谷
市

か
ら
も
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
茂
出
木
家　

茂
出
木
家
は
荒
川
（
現
隅

田
川
）
の
す
ぐ
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
度
重
な
る
水
害
と
の
戦
い
の

連
続
で
し
た
。
茂
出
木
家
の
敷
地
は
、
周

辺
よ
り
も
二
メ
ー
ト
ル
程
高
く
な
っ
て
お

り
、
土
盛
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
土
盛
り
の
上
に
家
が

建
て
て
あ
る
場
所
を
水
塚
（
み
づ
か
）
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
蔵
に
は
、
非
常
用
の

船
が
吊
る
し
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
水
塚

と
船
の
存
在
は
、
度
重
な
る
水
害
に
備
え

た
人
々
の
知
恵
の
結
晶
で
し
た
。

　

茂
出
木
家
は
区
議
会
議
員
も
排
出
し
た

新
田
の
有
力
者
で
し
た
。
そ
の
た
め
江
北

　

煉瓦造防空壕

防空壕の内部 上　防空壕の刻印

下　蔵の刻印

は
い
、
文
化
財
係
で
す

㉗

茂
出
木
家
と

　
　
　
　
煉
瓦
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